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放射線医療の専門家が集結！
各職種の役割をチーム医療の視点でわかりやすく説明します
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講師のご紹介
石川 浩志 先生 放射線診断専門医

本田 母映 先生 放射線治療専門医

山田 巧 先生 放射線治療専門放射線技師

青木 瞳 先生 がん放射線療法看護認定看護師

宇都宮 悟 先生 医学物理士 

放射線診断医は、CTやMRIなどの画像検査を通して病気の有無や広が
りを見極め、治療方針を考えるための重要な情報を提供します。
画像から何が分かるのか、診断が治療につながる役割について、わかり
やすくお話しします。

放射線治療医として、治療の目的や流れをわかりやすくお話しします。私は
大の自転車好きで日々心拍を上げていますが、患者さんの負担はあげないよ
うにチーム一丸となって治療にあたっています。
放射線治療がもっと身近に感じられる90分をぜひご一緒に！

診療放射線技師は、放射線治療が毎回安全かつ正確に行われるよう、治療
装置の操作や位置確認、日々の点検を担当しています。
患者さんが安心して治療を受けられるよう、治療室で行われている工夫や
放射線技師の役割についてお話しします。

みなさんは、放射線治療にどんなイメージをお持ちですか？
「痛い」「熱い」「髪の毛が抜ける」など、さまざまな不安を抱く方も少なくありません。
看護師は、放射線治療に伴う不安や体調の変化、治療期間中の過ごし方について、
患者さんの立場に寄り添いながら支援しています。
当日は、開院10周年を迎えた当院のチーム力についてもご紹介します。

「医学物理士」はあまり聞き慣れない職業かもしれませんが、物理など理
工系分野の成果をフル活用して、最先端の放射線治療を支える医療のプロ
フェッショナルです。本講座では、その役割を分かりやすくご紹介します。
「日本医学物理学会学術大会」は医学物理士の学会で、今回は私が大会長
を務めています。
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